
官
城
・
仙
台
城
三
ノ
丸
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
川
内
三
ノ
丸
跡

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年

（昭
５８
）
八
月
ｉ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
仙
台
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
結
城
慎

一
・
佐
藤
　
洋

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
泣退
跡
の
年
代
　
一
七
世
紀
を

一
九
世
紀

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

仙
台
城
跡
は
、
仙
台
駅
か
ら
西
方

へ
約
二

・
五
ｋｍ
の
地
点
に
あ
り
、
青
棄
山

丘
陵
の
東
端
お
よ
び
河
岸
段
丘
を
占
め
て
い
る
。
伊
達
政
宗
に
よ
り
慶
長
七
年

盆

六
〇
一し

に
造
ら
れ
た
の
は

主
に
本
丸
部
分
で
あ
り
、
そ
の

後
、
ニ
ノ
丸

。
三
ノ
丸
が
造
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。　
一
九
八

三
年
八
月
か
ら

一
二
月
に
か
け

て
、
仙
台
市
博
物
館
の
解
体
新

築
に
伴
う
事
前
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
溝
、
暗
渠
、
土
羨
、

通
路
、
塀
基
壇
、
建
物
跡
な
ど

の
遺
構
と
、
陶
磁
器
、
土
師
質
土
器
、
瓦
、
木
製
品
、
石
製
品
、
金
属
製
品
、

鳥
獣
魚
骨
な
ど
、
多
数
の
遺
物
の
発
見
が
あ

っ
た
。

木
簡
は
、　
三
ノ
丸
西
側
を
区
画
す
る
と
思
わ
れ
る
一
、　
二
号
溝
か
ら

五
点

（⑪
ぞ
⑤
）、
敷
地
内
北
西
部
の
三
ノ
九
造
営
以
前
と
考
え
ら
れ
る
六
号
土
羨
か

ら

一
点

（③
）
の
計
六
点
が
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
⑥
を
出
上
し
た
土
羨
は
、

周
辺
遺
構
、
共
伴
遺
物
か
ら
、
茶
室
と
の
関
係
が
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
木
筒
の
樹
種
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
光
谷
拓
実
氏
の
鑑
定
に
よ

れ
ば
、
全
点
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
（
ｋ
Ｃ

で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

木
簡
の
解
読
に
は
東
北
歴
史
資
料
館
の
千
葉
景

一
氏
の
ご
協
力
を
賜
わ
っ
た
。

⑪
　
。
「御
年
貢
米
四
斗
五
升
入
」

。
「敏
妹
租
騨
沢
村
Ｂ
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］］〕
×
∞］
ｘ
伽　
〇釦Ｐ

一異
書
き
部
分
の
墨
は
と
ん
で
お
り
、
高
く
残

っ
た
墨
書
痕
跡
か
ら
読
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
現
在
、
仙
台
市
の
北
に
隣
接
す
る
泉
市
実
沢
か
ら
の
年
貢
米
に
付

し
た
付
札
で
あ
ろ
う
。

②

　

「
米
四
斗
五
升
入
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ＰωΥ
］露
ω
昌

「
四
斗
五
升
」
は
米
俵
で

一
俵
分
で
あ
る
う
。

(仙 台)



「

―    r  ¬

中

0             5cm



③

　

「
米
四
斗
五
升
入
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ⇔マ
∞７
３

自
Ｐ

④

　

「
ｏ
米
四
斗
五
升
入
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ⇔ギ
中プ
ω
里

０
　
。
「
御
買
上
米
四
斗
五
升
□

。
「　　　　　　　　　　　　　　　［山］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ⇔∞）
〉〈］Φ
〉ハ”　　Φ解⑮

Ｏ
の
表
の
下
端
は
、
他
の
木
筒
か
ら
推
察
す
れ
ば

「
入
」
で
あ
る
が
、
「
―
」

（擦
線
）
に
し
か
見
え
な
い
。
裏
は
中
央
よ
り
若
干
下
の
部
分
に
一
字
記
さ
れ
て

い
る
が
不
明
。

以
上
の
五
点
は
、
三
ノ
丸
（米
蔵
）
に
伴
う
も
の
で
、
米
俵
に
付
し
た
付
札
と

考
え
ら
れ
る
。

①
　
。
「
　
　
□
□
□
□
□

元
和
国
年
□
□
□

。
「
　
雨日日日日日日日日
‐‐日‐‐日日日日日‐‐一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ］Φ）
×
］釦
×
　ヽ　〇解〇

粗
殻
も
多
く
出
上
し
た
の
で
、
陶
磁
器
な
ど
を
糎
殻
で
保
護
し
て
搬
入
し
た

際
の
付
札
で
あ
ろ
う
か
。

９
　
関
係
文
献

仙
台
市
教
育
委
員
会

『
仙
台
城
三
ノ
九
跡

発
掘
調
査
報
告
書
』

翁
仙
台
市
文

化
財
調
査
報
告
書
　
第
七
六
集
』
一
九
八
五
年
）

（結
城
快

一
）

官
城
・市
川
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
多
賀
城
市
高
崎
字
水
入

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
一
月
を
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
多
賀
城
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
倉
敏
明

・
滝
口
　
卓

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
？
平
安
時
代

７
　
述退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

市
川
橋
遺
跡
は
、
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
西
側
か
ら
南
側
に
か
け
て
、
遺
跡

の
西
側
を
南
北
に
流
れ
る
砂
押
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
立
地

し
て
い
る
。
多
賀
城
跡

の
周
辺

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、　
一
九
七

九
年
か
ら
多
賀
城
市
教
育
委
員

会
が
実
施
し
て
き
て
お
り
、
館

前
遺
跡
を
は
じ
め
、
次
第
に
周

辺
地
域
の
様
相
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

調
査
は
、
住
宅
建
設
に
伴
う

事
前
調
査
と
し
て
実
施
し
た
。

(れと  ギ」)




